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令和８年４月３０日  第２８４号  

里山保全体験（竹林の手入れ・竹細工）４/４（土）

（土）  

）  

ジュニアくらぶ  オリエンテーション  ４/５（日）  

４月号  

都筑中央公園はグリーンマトリックスシステムの中核となる区内最大の総合公園  

今にも雨が降りだしそうな朝、ひと家族がキ

ャンセルでしたが、双子の兄弟の家族が参加し

てくれました。４月の竹林整備は特別で、筍が

竹に成長していく早さを現物を見ながらの説明

でより実感できます。通常はひとり１本の竹を

伐採しますが今日は竹細工にちょうどよい竹を

みんなで１本にして、さっそく筍を掘りまし

た。後半の竹細工は、伐採竹を鋸と鉈そしてド

リルを使っての竹のキャンドルづくり。そして

定番の竹の皿づくり、どちらも今晩の筍料理に

必須です。 

       M.S. 
年間コース  サトイモの植付け  ４/４（土）  

）  
昼過ぎにはかなりの雨粒が落ちてきて、

実施の準備はしていても誰も参加者が来ない

かなと心配していました。ところがひと家族

が不参加で残り６家族が雨合羽を着て参加し

てくれました。さすが年間コースの申込者だ

けあって頼もしい限りです。先月、ジャガイ

モの植付けもやったのでみなさん要領はわか

っていて、３種類の種芋と肥料の仕分け、45

センチ間隔で植えるための 40 センチ長さの

竹材の準備、畑の草取りと牛糞まき、ロープ

を張っての畝づくり、等々、サポーターは３

名だけでしたがスムーズに進みました。最後

は、泥だらけになった鍬やバケツも洗って無

事に終了しました。     

          M.S. 

今年度のジュニアくらぶの活動は３人の新しい仲間

を迎えて始まりました。園内のフィールドは変化して

いますが、子供達が好奇心の塊であること、活動的な

ことは変わりません。エリア 51 までの道すがら、質

問攻めにあうのは恒例となっているように思います。 

「トガリ」のネイチャーゲームでも子供特有の感性

が溢れていて、既に初夏の雰囲気の中で自然と仲間と

の触れ合いを楽しみました。 

今年は代かきから田んぼの米作りに関わることにな

り、また、新しい発見がある一年になると思います。

ようこそ！ジュニアくらぶへ。       T.H. 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の昆虫観察会  ４/１２（日）  

菜の花畑では、ゆらりゆらりと優雅に飛ぶツマ

キチョウ、草地では、地面を歩き回るトゲアリ、

花の蜜を求め飛び回るクマバチ、草の上を低空飛

行するヤマトシジミなど、寒い冬には鳴りを潜め

ていた昆虫たちが少しずつ公園内に現れていまし

た。本格的な春の訪れと夏に向かう季節を感じる

観察会でした。            N.K. 

里山保全体験  タケノコ堀り  ４/１２（日）  

 

 

 

 

 

 

昨年は天候が悪く中止しましたが、今年は晴天に

恵まれ無事開催することが出来ました。今年は豊

作の表年にあたり、沢山のタケノコが生えていま

す。その為、綺麗な竹林を保つためにも沢山の間

伐が必要となりますので、午前中の組と午後の組

の 2 部に分かれて９２人が抽選で選ばれて参加し

てくれました。都筑中央公園の竹林は急な斜面地

が多く、今回の竹林も斜面地になるので足元に注

意して掘ってもらいました。ボランティアスタッ

フのアドバイスや力を借りながらの作業になりま

したが、皆さん両手に余るほどのタケノコに大満

足でした。両手にタケノコを持って斜面地を上る

のはちょっときつかったようですが・・・。K.M 

今年はポピンズナーサリー、キッズフォレのお

友達。日本ヒルティ様の社員様、茅ヶ崎町内会

の皆様にもタケノコ堀り楽しんで頂きました。 

タケノコはどうやって食べられたのかな？ 

晩春の植物観察会  ４/２６（日）  

 

 

 

 

 

 

天気は晴れ、参加者１７名で晩春の植物観察会

を開催しました。まず会議室で、資料を配布後、

観察会の予定、自然観察するときの注意、そして

観察コースを説明し、外に出て観察会をスタート

しました。公園内では、この時期にふさわしいキ

ンランがあちらこちらで黄色い花を咲かせていま

した。ギンランも数は少ないですが、見られまし

た。その他、エビネやクマガイソウ等のラン科の

植物も見られました。オオバノトンボソウも少し

ですが、顔を覗かせていました。春の終わりを感

じる観察会でした。                 T.N. 

天気は晴れ、参加者１５名で春の昆虫観察会を

行いました。 

まず会議室で、今日の観察会の予定、自然観察

するときの注意を行った後、生き物についての絵

本を読み、外に出て観察会をスタートしました。 



炭材：公園内の間伐けやき材 

（横浜市公園事務所より提供） 

［入窯木材量］74.28 kg  

［出炭量（率）］16.16 kg（21.76％） 

［採取木酢液］9.12 L 他に無煙炭化器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

炭焼き 

新年度最初の炭焼きは、たたら製鉄の燃料用として先々月

から３回連続で木炭を焼きました。これで在庫量として通算

85 kg となり、目標とした 60 kg を達成しました。今月のボ

ランティア体験応募者は１名。窯詰め、窯出しの体験をして

いただきました。都合で参加できなかった火入れ体験は 5 月

に参加の予定。他に、スポット参加希望者１名を受入れ、窯

出しなどの作業を一緒にやっていただきました。 

◆特別プログラム「竹の成長記録」 

日時：4 月 18 日（土）9：30～12：00  

場所：宮谷戸窯、ばじょうじ竹林内 

参加者：4 家族、13 名 

 

◆「竹フェス２０２６」 

日時：4 月 29 日（水）10:00～15：00  

場所：荏田西コミュニティハウス 

内容／朝採れ筍の販売、竹細工 

竹炭製品の販売＆ワークショップ 

竹ピラミッド（遊具） 

 

ドラム缶窯（ＭＫ－１）による木炭焼き ４/1８日（土） 

M ちゃん作 

窯詰め（火入れ前）

レ）前） 

窯出し前（火入れ後） 

 

竹炭の利用法を県内の大学研究室と検討している企

業の方で、来月も参加の予定。4 月は特別プログラム

「竹の成長記録」の季節。ここ数年、定番となってき

ており、今年は大勢の家族を迎え賑やかに行われまし

た。プログラムの内容も回数を重ねるごとに年々進化

し、充実しました。① 竹の成長に関する簡単な説明

を聞く。 ② 竹林で筍を掘る。③ 皆で解剖し、その

内部の造りを実際に目で確認。 ③ 根っこ（地下茎）

の形状を観察し、どのようにして竹林が広がっていく

か などを学んでもらいました。終了後、希望者には

シイタケの植菌も体験していただきました。天候にも

恵まれ、短時間ながら存分に楽しんでいただけた一日

でした。 

竹の生え方などを観察 竹の根っこを観察 シイタケの植菌  竹ピラミッド 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜応募方法＞行事開催１０日前までに一行事ごとに HP または往復はがきで参加者全員の氏名・年齢・住
所・電話番号を記入してお申し込み下さい。申し込み多数の場合は抽選になります。抽選の結果は行事の１
週間前までにご連絡致します。HP https://tzksatokura.org/  お問合せ  tsuzuki-park@tmtv.ne.jp 

５月６月の行事 

日 曜 作業予定　９時－１２時    １３時－1７時

(B1/2/3)竹林の整備、筍選別除去

(F)菖蒲収穫・販売

(振替休館日)

(H)バラ花壇、花柄摘み、除草、追肥、消毒

(B1)竹林の整備、竹細工の日
（バラまつり用竹細工の準備）

(D)園路の草刈り

(H)バラ花壇、花柄摘み、除草

(G)田植え準備、網の撤去

(園内)パトロール、(I-①)会議

21 木

26 火

28 木

12 火

14 木

19 火

5月　保全田畑部会　予定表

5 火

7 木

月 日 曜日 行　　事 集合場所 参加費

2 土 10:00 ~ 17:00

3 日 10:00 ~ 17:00

4 月 10:00 ~ 16:00

9 土 イモの年間コース（ジャガイモの追肥と土寄せ） 10:00 ~ 12:00 -

10 日 米作り体験・代かき（1回目/4回） 10:00 ~ 12:00 2000/1500

10 日 ジュニアくらぶ　代かき体験 10:00 ~ 12:00 -

17 日
「ローザ・つづきく」・バラまつり2026
　模擬店（食べ物・飲み物）体験（竹細工・綿菓子）

10:00 ~ 15:00 円形広場 入場無料

23 土 9:00 ~ 17:00

24 日 9:00 ~ 17:00

24 日 初夏の野鳥観察会 8:00 ~ 11:00 レストハウス２Ｆ 300/100

24 日 ネイチャークラフト作り 10:00 ~ 15:00 円形広場 500

30 土 米作り体験・田植え（2回目/4回） 13:00 ~ 16:00 ばじょうじ谷戸休憩舎 -

31 日 大池の生き物観察会 9:00 ~ 12:00 レストハウス２Ｆ 300/100

31 日 ジュニアくらぶ　田植え体験 10:00 ~ 14:00 ばじょうじ谷戸休憩舎 -

9 土 炭焼き（窯詰め、炭材作り）　3回コース 9:00 ~ 12:00

16 土 炭焼き（火入れ、炭焼き）　3回コース 9:00 ~ 17:00

23 土 炭焼き（窯出し、炭材作り）　3回コース 9:00 ~ 12:00

31 日 炭焼き（たたら製鉄講座鍛造実習3回目/4回） 9:00 ~ 17:00 1000

6 土 里山保全体験（竹林の手入れ・竹細工） 9:30 ~ 12:00 ばじょうじ谷戸休憩舎 300/100

7 日 初夏の昆虫観察会 9:00 ~ 12:00 レストハウス２Ｆ 300/100

13 土 防災キャンプ（泊り） 13:30 ~ 20:00

14 日 防災キャンプ 6:00 ~ 11:30

20 土 里山ウォークラリー 10:00 ~ 15:00 円形広場 300

27 土 イモの年間コース（サトイモの追肥と土寄せ） 10:00 ~ 12:00 ばじょうじ谷戸休憩舎 -

27 土 夏のキノコ観察会 9:00 ~ 12:00 レストハウス２Ｆ 300/100

28 日 ネイチャークラフト作り 10:00 ~ 15:00 円形広場 500

13 土 炭焼き（窯詰め、炭材作り）　3回コース 9:00 ~ 12:00

20 土 炭焼き（火入れ、炭焼き）　3回コース 9:00 ~ 17:00

27 土 炭焼き（窯だし、炭材作り）　3回コース 9:00 ~ 12:00

20 土 炭焼き（火入れ、炭焼き）特別プログラム（風鈴） 9:00 ~ 11:30 300/100

28 日 炭焼き（たたら製鉄講座鍛造実習4回目/4回） 9:00 ~ 17:00 1000

宮谷戸炭焼施設

横浜フラワー＆ガーデンフェスティバル2026

歴史未来フェス

　

　

時間

3000/1000
(1泊）

3回
1000

3回
1000

5

6

パシフィコ横浜ABﾎｰﾙ

ばじょうじ谷戸休憩舎

歴史博物館

宮谷戸炭焼施設

展望広場

日 曜 作業予定　９時－１２時   第２土曜のみ１７時

8 金
・炭材準備（使用竹材の計量、宮谷戸窯へ移動）
・竹細工（竹とんぼ、蛙、ぶんぶんゴマ、一輪挿し）

・窯詰め（MK-1使用、竹炭）

・部会代表者会議報告、バラまつり役割分担確認
※ことさんちフェスタ

・ピラミッド用竹材の補充伐採

　（４月15日金曜日が悪天候予想の場合の代替日）

・部会代表者会議報告

15 金

・煙突設置
・ピラミッド用竹材の補充伐採（６m、３本）
・料理準備

16 土

・火入れ（MK-1、竹炭）
・部会員意見交換
・バラまつり会場設営など準備（午後）

「ローザつづきく・バラまつり」（裏面参照）

・煙突撤去

 歴史未来フェス（5/23・24）販売品の準備

23 土
・窯出し（竹炭）
・６月特別プログラムの準備（竹炭風鈴、華炭）
・翌月（６月）の予定表配布・説明

31 日  第３回たたら製鉄講座「たたら製鉄製造実習」

5月　炭焼部会　予定表

9 土

13 水

22 金

17 日

https://tzksatokura.org/
mailto:tsuzuki-park@tmtv.ne.jp

